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�愛媛県告示第１７１２号
児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２１条の１０第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７１３号
身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１７条の４第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７１４号
知的障害者福祉法（昭和３５年法律第３７号）第１５条の５第１項の規定により、次のとおり指定居宅支援事業者を指定した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７１５号
大規模小売店舗立地法（平成１０年法律第９１号。以下「法」という。）第６条第１項の規定による届出があったので、同条第

３項において準用する法第５条第３項の規定に基づき、次のとおり告示する。

発 行 愛 媛 県

印 刷 岡田印刷株式会社

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００３００１９１１１７ 株式会社ジェイコム 西条市氷見丙４４４番
地の１ 眞 鍋 敏 朗 児童居宅介護 ヘルパーステーショ

ンまなべ
西条市氷見丙４７７番
地

平成１７年
９月１日

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００１００２０７１１３ 株式会社ジェイコム 西条市氷見丙４４４番
地の１ 眞 鍋 敏 朗 身体障害者居

宅介護
ヘルパーステーショ
ンまなべ

西条市氷見丙４７７番
地

平成１７年
９月１日

事業者番号
指 定 居 宅 支 援 事 業 者

サービスの種類
指 定 居 宅 支 援 事 業 所 指 定

年 月 日名 称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８０００２００２３５１１３ 株式会社ジェイコム 西条市氷見丙４４４番
地の１ 眞 鍋 敏 朗 知的障害者居

宅介護
ヘルパーステーショ
ンまなべ

西条市氷見丙４７７番
地

平成１７年
９月１日

� 目 次 �
告 示

○ 指定居宅支援事業者の指定（３件）………………………………９３５

○ 大規模小売店舗の変更の届出の概要等……………………………９３５

○ 解除予定保安林にする旨の通知（２件）…………………………９３６

○ 地方卸売市場の開設の許可…………………………………………９３６

○ 卸売業務の許可………………………………………………………９３７

○ 地方卸売市場の廃止の許可…………………………………………９３７

○ 卸売業務の廃止の届出………………………………………………９３７

○ 公有水面埋立工事のしゅん功認可（３件）………………………９３７

○ 道路の区域変更（一般国道３１９号）………………………………９４１

○ 道路の区域変更（県道高茂岬船越線）……………………………９４１

○ 道路の供用開始（ 〃 ）……………………………９４１

○ 公聴会の開催…………………………………………………………９４２

○ 都市計画事業の認可…………………………………………………９４２

公 告

○ 平成１６年度財団法人都道府県会館建物共済事業及び水力発電

用機械損害共済事業の経営状況の公表……………………………９４２

毎週（火・金）曜日発行 第１６９５号 平成１７年９月２０日

平成１７年９月２０日火曜日 第１６９５号

愛 媛 県 報

９３５
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�愛媛県告示第１７１６号
次の保安林を解除予定保安林にする旨の通知を受けたから

、森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により告示

する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 解除予定保安林の所在場所

西予市城川町魚成５６７７の２、５６７７の３

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 解除の理由

道路用地とするため

�������
�愛媛県告示第１７１７号
次の保安林を解除予定保安林にする旨の通知を受けたから

、森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３０条の規定により告示

する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 解除予定保安林の所在場所

西予市城川町魚成５６７６の１から５６７６の６まで

２ 保安林として指定された目的

土砂の流出の防備

３ 解除の理由

指定理由の消滅

当該届出は、愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び松山地方局産業経済部商工労政課並びに松山市役所において告示

の日から４月間縦覧に供する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 変更の届出の概要

大規模小売店舗の
名称

大規模小売店舗の
所在地 変更した事項 変 更 前 変 更 後 変 更 の

年 月 日
届 出
年 月 日

南松山ショッパー
ズプラザ

松山市朝生田町五
丁目１－２５

大規模小売店舗にお
いて小売業を行う者

株式会社ダイエー、株
式会社つるや、株式会
社服部時計店、株式会
社リオチェーン、田中
商事株式会社、株式会
社柳櫻堂、株式会社フ
ジカワ、株式会社ヤマ
トエステート、株式会
社とかげや、なかや手
芸株式会社、株式会社
ビジョンメガネ、株式
会社ちぐさ、株式会社
フジ

株式会社ダイエー、株
式会社つるや、田中商
事株式会社、株式会社
フジカワ、株式会社ヤ
マトエステート、株式
会社とかげや、株式会
社ビジョンメガネ、株
式会社ちぐさ、株式会
社たけうち、有限会社
パークランド、株式会
社マツモト

服部時計店：平成
１４年１月１５日
リオチェーン：平
成１４年９月８日
柳櫻堂：平成１３年
１０月３１日
なかや手芸：平成
１７年３月３１日
たけうち：平成１５
年１１月２７日
パークランド：平
成１６年５月１日
マツモト：平成１６
年４月２４日

平成１７年
９月２日

大規模小売店舗にお
いて小売業を行う者
の代表者の氏名

株式会社ちぐさ
代表取締役
澤村克巳

株式会社ちぐさ
代表取締役
澤村孝志

平成１４年２月１日

２ 意見書の提出

この告示に係る大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため配慮すべき事項について意見を有

する者は、告示の日から４月以内に、愛媛県に次のとおり意見書を提出することができる。

なお、提出された意見書は、その概要を告示するとともに、愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課及び松山地方局産業

経済部商工労政課並びに松山市役所において告示の日から１月間縦覧に供する。

� 意見書に記載すべき事項

ア 提出者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者の氏名

イ 当該大規模小売店舗の名称

ウ 当該大規模小売店舗を設置する者がその周辺の地域の生活環境の保持のため配慮すべき事項についての意見

� 提出先

愛媛県経済労働部産業支援局経営支援課

�愛媛県告示第１７１８号
卸売市場法（昭和４６年法律第３５号）第５５条の規定により、次のとおり地方卸売市場の開設を許可した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

許 可 番 号 許可年月日 開設者の氏名又は名称
地 方 卸 売 市 場 取 扱 品 目

の 部 類所 在 地 名 称

水市場第３５号 平成１７年９月１９日 八幡浜市 八幡浜市字沖新田１５８１番地
２２

八幡浜市水産物地方卸売市
場 水産物部

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号

９３６
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�愛媛県告示第１７２２号
公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「法」という

。）第２２条第１項の規定により、次のように埋立てに関する

工事のしゅん功を認可した。

なお、法第２２条第３項に規定する図書は、宇和島市役所に

おいて告示の日から起算して１０年を経過する日まで閲覧する

ことができる。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ しゅん功認可を受けた者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者の氏名及び住所

愛媛県

松山市一番町四丁目４番地２

代表者 愛媛県知事 加戸 守行

松山市御宝町１１９番１

２ 埋立区域

� 位置

宇和島市下波４８２４番から同４９２１番までの地先公有水面

� 区域

次の１点から５２点までを順次直線で結んだ線並びに５２

点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｔ．Ｐ．＋０．９０

メートル）の陸と公有水面との接する線により囲まれた

区域

基点（宇和島市下波４８６２番地内に設置されたコンクリ

ート杭）は、北緯３３度１０分１４秒、東経１３２度２６分４８秒の

地点

１点は、基点から真北２２１度１１分１６秒２０９．４４メートル

の地点

２点は、１点から真北３０４度０４分３７秒６．５４メートルの

地点

�愛媛県告示第１７１９号
卸売市場法（昭和４６年法律第３５号）第５８条第１項の規定により、次のとおり地方卸売市場における卸売の業務の許可をした

。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７２０号
卸売市場法（昭和４６年法律第３５号）第６０条の規定により、次のとおり地方卸売市場の廃止を許可した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７２１号
愛媛県卸売市場条例（昭和４７年愛媛県条例第２５号）第８条の規定に基づき、卸売業者から次のとおり卸売の業務を廃止した

旨の届出があった。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

許 可 番 号 許可年月日
卸 売 業 者 卸売の業務を行う地方

卸売市場の名称
取 扱 品 目

の 部 類住所又は所在地 氏 名 又 は 名 称

水卸第４５号 平成１７年９月１９日 八幡浜市沖新田１５２２番地１８ 八幡浜漁業協同組合 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

水卸第４６号 平成１７年９月１９日 八幡浜市沖新田１５８５番地 有限会社太陽魚市場 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

水卸第４７号 平成１７年９月１９日 八幡浜市４３５番地３５ 玉岡水産株式会社 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

許可年月日 開設者の氏名又は名称
廃 止 に 係 る 地 方 卸 売 市 場 取 扱 品 目

の 部 類所 在 地 名 称

平成１７年９月１８日 八幡浜市 八幡浜市字沖新田１５８５番地 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

廃止年月日
卸 売 業 者 卸売の業務を行っていた地方卸売

市場の名称
廃 止 し た
取 扱 品 目
の 部 類住 所 又 は 所 在 地 氏 名 又 は 名 称

平成１７年９月１８日 八幡浜市沖新田１５２２番地１８ 八幡浜漁業協同組合 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

平成１７年９月１８日 八幡浜市沖新田１５８５番地 有限会社太陽魚市場 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

平成１７年９月１８日 八幡浜市４３５番地３５ 玉岡水産株式会社 八幡浜市水産物地方卸売市場 水産物部

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号

９３７



３点は、２点から真北３０４度０４分４１秒１．６３メートルの

地点

４点は、３点から真北３２度３８分４２秒９．７２メートルの地

点

５点は、４点から真北２９度４６分３３秒４．８３メートルの地

点

６点は、５点から真北２９度４７分５３秒１．８０メートルの地

点

７点は、６点から真北２９度４６分３１秒３．０９メートルの地

点

８点は、７点から真北２６度５９分５５秒９．１５メートルの地

点

９点は、８点から真北２４度１２分３７秒９．７２メートルの地

点

１０点は、９点から真北２０度５０分４９秒１０．３２メートルの

地点

１１点は、１０点から真北１８度３７分１０秒９．８２メートルの地

点

１２点は、１１点から真北１６度５２分０６秒１９．７７メートルの

地点

１３点は、１２点から真北１７度０６分５５秒１５．２０メートルの

地点

１４点は、１３点から真北１８度３９分１９秒９．１８メートルの地

点

１５点は、１４点から真北２０度４３分３７秒９．２６メートルの地

点

１６点は、１５点から真北２３度２４分２２秒８．８２メートルの地

点

１７点は、１６点から真北２６度５０分１５秒８．９０メートルの地

点

１８点は、１７点から真北３０度０３分１７秒８．９４メートルの地

点

１９点は、１８点から真北３４度４０分４２秒８．７５メートルの地

点

２０点は、１９点から真北４１度２１分１０秒１１．０５メートルの

地点

２１点は、２０点から真北４７度５８分２１秒１１．２６メートルの

地点

２２点は、２１点から真北５４度４０分２７秒１０．７９メートルの

地点

２３点は、２２点から真北６１度１７分２９秒１１．５３メートルの

地点

２４点は、２３点から真北６７度０１分４２秒７．７８メートルの地

点

２５点は、２４点から真北７１度１３分５２秒５．６０メートルの地

点

２６点は、２５点から真北７５度１６分０６秒１０．５４メートルの

地点

２７点は、２６点から真北７９度１６分１７秒１０．３５メートルの

地点

２８点は、２７点から真北８１度４９分４０秒１４．９６メートルの

地点

２９点は、２８点から真北８１度２８分３０秒５．２２メートルの地

点

３０点は、２９点から真北８１度０１分２０秒９．８８メートルの地

点

３１点は、３０点から真北７９度３１分４５秒９．７７メートルの地

点

３２点は、３１点から真北７７度２２分４３秒９．５７メートルの地

点

３３点は、３２点から真北７１度００分０１秒９．６６メートルの地

点

３４点は、３３点から真北６４度５８分４６秒９．５７メートルの地

点

３５点は、３４点から真北６１度２１分５１秒９．５２メートルの地

点

３６点は、３５点から真北５５度２６分０９秒７．７３メートルの地

点

３７点は、３６点から真北５５度２７分２８秒０．９８メートルの地

点

３８点は、３７点から真北５１度５８分４２秒５．４８メートルの地

点

３９点は、３８点から真北５１度５８分１７秒３．０１メートルの地

点

４０点は、３９点から真北５３度０２分０７秒１０．１９メートルの

地点

４１点は、４０点から真北５０度３１分０５秒１０．５７メートルの

地点

４２点は、４１点から真北５２度５５分２５秒２．７６メートルの地

点

４３点は、４２点から真北３２１度５３分５６秒１．４５メートルの

地点

４４点は、４３点から真北５２度０２分４６秒６．２９メートルの地

点

４５点は、４４点から真北１４２度１６分４６秒１．５０メートルの

地点

４６点は、４５点から真北５２度１２分５３秒４．０８メートルの地

点

４７点は、４６点から真北４７度１３分５２秒６．７０メートルの地

点

４８点は、４７点から真北３６度１１分０４秒５．４４メートルの地

点

４９点は、４８点から真北３５度２９分４２秒５．２２メートルの地

点

５０点は、４９点から真北２０度３４分１７秒５．９７メートルの地

点

５１点は、５０点から真北２２度５６分０２秒６．２２メートルの地

点

５２点は、５１点から真北２２度５５分４７秒７．２３メートルの地

点

� 面積

４，６９２．４５平方メートル

３ 埋立ての免許の年月日及び番号

平成６年８月２日 愛媛県指令河第８５２号

４ しゅん功認可年月日

平成１７年９月２０日

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号
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�愛媛県告示第１７２３号
公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「法」という

。）第２２条第１項の規定により、次のように埋立てに関する

工事のしゅん功を認可した。

なお、法第２２条第３項に規定する図書は、宇和島市役所に

おいて告示の日から起算して１０年を経過する日まで閲覧する

ことができる。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ しゅん功認可を受けた者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者の氏名及び住所

愛媛県

松山市一番町四丁目４番地２

代表者 愛媛県知事 加戸 守行

松山市御宝町１１９番１

２ 埋立区域

� 位置

Ａ箇所

宇和島市三浦東１８７６番３から同１９６５番１までの地先

公有水面

Ｂ箇所

宇和島市三浦東１９６５番１から同２１８３番１までの地先

公有水面

� 区域

Ａ箇所

次の１点から２５点までを順次直線で結んだ線並びに

２５点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｔ．Ｐ．＋

０．８９メートル）の陸と公有水面との接する線により囲

まれた区域

基点（宇和島市三浦東１８７６番４に設置された金属鋲

）は、北緯３３度１０分３４秒、東経１３２度３０分３８秒の地点

１点は、基点から真北１３２度４５分４０秒１３７．０５メート

ルの地点

２点は、１点から真北３３５度４６分４１秒５．０７メートル

の地点

３点は、２点から真北３３６度０５分１０秒７．５５メートル

の地点

４点は、３点から真北３３５度５２分１２秒９．１１メートル

の地点

５点は、４点から真北３３４度３４分３７秒２．３９メートル

の地点

６点は、５点から真北２４４度２１分３７秒１．０１メートル

の地点

７点は、６点から真北３３３度５１分５３秒５．４９メートル

の地点

８点は、７点から真北６４度１１分４３秒１．０２メートルの

地点

９点は、８点から真北３３１度３０分３９秒５．１０メートル

の地点

１０点は、９点から真北３２８度４４分１４秒５．３２メートル

の地点

１１点は、１０点から真北３２５度０３分３２秒４．７０メートル

の地点

１２点は、１１点から真北３２１度３９分４５秒４．４８メートル

の地点

１３点は、１２点から真北３１９度１４分１０秒４．１９メートル

の地点

１４点は、１３点から真北３１４度２９分２８秒５．０４メートル

の地点

１５点は、１４点から真北３０９度３６分０１秒４．５７メートル

の地点

１６点は、１５点から真北３０５度２６分５９秒４．４８メートル

の地点

１７点は、１６点から真北３０１度５８分５２秒４．４０メートル

の地点

１８点は、１７点から真北２９７度４６分１７秒５．５９メートル

の地点

１９点は、１８点から真北１９８度２１分００秒０．８７メートル

の地点

２０点は、１９点から真北２９３度０１分４０秒５．９１メートル

の地点

２１点は、２０点から真北１８度２０分４７秒１．００メートルの

地点

２２点は、２１点から真北２８９度４６分１２秒０．６６メートル

の地点

２３点は、２２点から真北２８８度２７分４４秒９．４３メートル

の地点

２４点は、２３点から真北２８３度２９分３１秒１４．０５メート

ルの地点

２５点は、２４点から真北１３度２８分０１秒１．００メートルの

地点

Ｂ箇所

次の１点から３３点までを順次直線で結んだ線並びに

３３点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｔ．Ｐ．＋

０．８９メートル）の陸と公有水面との接する線により囲

まれた区域

基点（宇和島市三浦東１８７６番４に設置された金属鋲

）は、北緯３３度１０分３４秒、東経１３２度３０分３８秒の地点

１点は、基点から真北１４０度１３分５０秒３１５．０４メート

ルの地点

２点は、１点から真北２２１度３９分５１秒１．００メートル

の地点

３点は、２点から真北３１１度３９分１０秒６．８９メートル

の地点

４点は、３点から真北３１８度１０分３２秒７．１９メートル

の地点

５点は、４点から真北３２５度０１分５１秒４．３７メートル

の地点

６点は、５点から真北３２９度２０分１３秒３．９５メートル

の地点

７点は、６点から真北３３５度０６分３９秒３．１９メートル

の地点

８点は、７点から真北３３５度０４分５６秒１．５０メートル

の地点

９点は、８点から真北２４６度２６分３９秒１．０７メートル

の地点

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号
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１０点は、９点から真北３３８度５３分３８秒５．５５メートル

の地点

１１点は、１０点から真北６９度３８分３８秒１．０２メートルの

地点

１２点は、１１点から真北３４２度５３分５４秒５．２１メートル

の地点

１３点は、１２点から真北３４４度２８分０４秒６．８９メートル

の地点

１４点は、１３点から真北３４３度１８分３７秒５．１８メートル

の地点

１５点は、１４点から真北３４２度０５分２９秒１１．３５メート

ルの地点

１６点は、１５点から真北３３９度０３分３０秒７．２３メートル

の地点

１７点は、１６点から真北３３７度２５分０３秒６．０６メートル

の地点

１８点は、１７点から真北３３６度０５分２２秒１．３２メートル

の地点

１９点は、１８点から真北３３２度４１分０４秒３．２９メートル

の地点

２０点は、１９点から真北２４３度３２分０７秒１．００メートル

の地点

２１点は、２０点から真北３３３度３２分２４秒５．２０メートル

の地点

２２点は、２１点から真北６４度０２分５２秒１．００メートルの

地点

２３点は、２２点から真北２９８度４９分０２秒１．２３メートル

の地点

２４点は、２３点から真北２９８度４９分４２秒１１．５５メート

ルの地点

２５点は、２４点から真北３２０度０１分１６秒２．６８メートル

の地点

２６点は、２５点から真北３１８度４４分５４秒８．４２メートル

の地点

２７点は、２６点から真北３１７度５０分５８秒１．２２メートル

の地点

２８点は、２７点から真北３１７度５１分０６秒０．９２メートル

の地点

２９点は、２８点から真北３３４度２５分４３秒１５．７２メート

ルの地点

３０点は、２９点から真北３１１度５２分１４秒６．３４メートル

の地点

３１点は、３０点から真北３１２度０２分０９秒８．５１メートル

の地点

３２点は、３１点から真北３１３度３０分０９秒８．６０メートル

の地点

３３点は、３２点から真北３１７度０５分２９秒９．５１メートル

の地点

� 面積

Ａ箇所

１，００９．３９平方メートル

Ｂ箇所

１，９２０．５７平方メートル

合計

２，９２９．９６平方メートル

３ 埋立ての免許の年月日及び番号

平成５年７月１４日 愛媛県指令河第２７５号

４ しゅん功認可年月日

平成１７年９月２０日

�������
�愛媛県告示第１７２４号
公有水面埋立法（大正１０年法律第５７号。以下「法」という

。）第２２条第１項の規定により、次のように埋立てに関する

工事のしゅん功を認可した。

なお、法第２２条第３項に規定する図書は、宇和島市役所に

おいて告示の日から起算して１０年を経過する日まで閲覧する

ことができる。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ しゅん功認可を受けた者の氏名又は名称及び住所並びに

法人にあっては、その代表者の氏名及び住所

愛媛県

松山市一番町四丁目４番地２

代表者 愛媛県知事 加戸 守行

松山市御宝町１１９番１

２ 埋立区域

� 位置

宇和島市三浦東１７１６番６から同１７４２番３までの地先公

有水面

� 区域

次の１点から２４点までを順次直線で結んだ線並びに２４

点と１点を結ぶ春分及び秋分の満潮位（Ｔ．Ｐ．＋０．８９

メートル）の陸と公有水面との接する線により囲まれた

区域

基点（宇和島市三浦東１７４２番３地内に設置された金属

鋲）は、北緯３３度１０分３９秒、東経１３２度３０分３４秒の地点

１点は、基点から真北２７度０２分２４秒９．４２メートルの地

点

２点は、１点から真北１０度２９分５８秒３．６９メートルの地

点

３点は、２点から真北２３度２２分０９秒７．７３メートルの地

点

４点は、３点から真北２６度４６分３２秒７．３５メートルの地

点

５点は、４点から真北２４度５８分５８秒１１．５０メートルの

地点

６点は、５点から真北２２度３１分２８秒１８．６１メートルの

地点

７点は、６点から真北１６度４６分１２秒３．００メートルの地

点

８点は、７点から真北１６度４５分５１秒４．４９メートルの地

点

９点は、８点から真北１０度４９分２５秒７．２９メートルの地

点

１０点は、９点から真北４度４９分４０秒６．１９メートルの地

点

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号
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１１点は、１０点から真北３５８度１１分５５秒６．１９メートルの

地点

１２点は、１１点から真北３５１度５３分３３秒５．６１メートルの

地点

１３点は、１２点から真北３４５度５１分１８秒５．６１メートルの

地点

１４点は、１３点から真北３３９度５５分５８秒７．８８メートルの

地点

１５点は、１４点から真北３３３度３９分３４秒４．８１メートルの

地点

１６点は、１５点から真北２４３度３９分４３秒１．００メートルの

地点

１７点は、１６点から真北３２８度１５分５１秒６．７０メートルの

地点

１８点は、１７点から真北６２度２１分５２秒１．３１メートルの地

点

１９点は、１８点から真北３２７度１３分１９秒２６．１２メートル

の地点

２０点は、１９点から真北３２５度４１分３０秒２５．４５メートル

の地点

２１点は、２０点から真北３３１度２８分０４秒８．３３メートルの

地点

２２点は、２１点から真北３４０度３４分３８秒８．７８メートルの

地点

２３点は、２２点から真北３５４度２４分３１秒９．１１メートルの

地点

２４点は、２３点から真北７度０６分０８秒５．４７メートルの地

点

� 面積

７３６．６８平方メートル

３ 埋立ての免許の年月日及び番号

平成６年８月２日 愛媛県指令河第８５３号

４ しゅん功認可年月日

平成１７年９月２０日

�愛媛県告示第１７２５号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、西条地方局四国中央土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７２６号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定に基づき、道路の区域を次のように変更する。

その関係図面は、宇和島地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

�愛媛県告示第１７２７号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、宇和島地方局愛南土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

一 般 国 道 ３１９号
四国中央市具定町字分木乙５３番３から

同町字分木乙５４番３まで

旧 １２．７～２２．４ ０．０３１

新 １３．０～２２．９ ０．０３１

〃 〃
四国中央市中之庄町字土山乙１００番３地先から

同町字土山乙９５番８まで

旧 ５．２～３６．２ ０．０６３

新 １７．４～５１．６ ０．０６３

道路の種類 路 線 名 区 間 旧・新
別

敷 地 の
幅 員

メートル

延 長

キロメートル

備 考

県 道 高茂岬船越線
南宇和郡愛南町大成川１４番１から

同町大成川５７４番地先まで

旧 ４．７～２１．７ ０．１０２

新 １２．０～２３．０ ０．０９９

〃 〃
南宇和郡愛南町大成川５７４番地先から

同町大成川２１６番５まで

旧 ３．７～２１．７ ０．１６０

新 １１．５～２９．３
３．７～２１．７

０．１３２
０．１６０

愛 媛 県 報平成１７年９月２０日 第１６９５号
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公 告
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�愛媛県告示第１７２８号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第１６条及び愛媛県都

市計画公聴会規則（昭和４５年愛媛県規則第１号）第２条の規

定により、次のとおり公聴会を開催する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 日時 平成１７年１０月６日（木）午後２時から

２ 場所 松山地方局６階第１会議室

３ 公聴会の案件及びその概要

� 案件

松山広域都市計画区域区分の変更案について

� 案件の概要

別記のとおり

４ 公述の申出等

� 公述の申出

公聴会に出席して意見を述べようとする者（当該都市

計画区域内市町の住民及び利害関係者に限る。）は、意

見の要旨及びその理由並びに住所氏名を記載した書面を

知事に提出すること。

� 申出の期限

平成１７年９月３０日（金）まで

� 問い合わせ先

〒７９０―８５７０ 愛媛県松山市一番町四丁目４番地２

愛媛県土木部道路都市局都市計画課

（電話 ０８９―９１２―２７３８）

別 記

松山広域都市計画区域は昭和４６年１２月２０日に、松山市、伊

予市、東温市、松前町及び砥部町の３市２町を広域都市計画

区域として指定し、この区域において市街化区域と市街化調

整区域に区分する都市計画（一般に線引きといわれています

）も昭和４６年１２月２０日に併せて決定し、昭和５５年４月３０日に

第１回の見直し、昭和６３年５月１７日に第２回の見直し、平成

１２年３月２１日に第３回の見直し、平成１６年５月１４日に第４回

の見直しを行い、現在に至っている。

今回の見直しは、松山港外港地区における埋め立てに伴っ

て区域を拡大するため、次のとおり見直しの県素案を作成し

た。

� 都市計画法第２１条第１項の規定に基づき、次の各区域

内に存する市街化調整区域を市街化区域に変更する。

松山市大可賀三丁目の一部

�������
�愛媛県告示第１７２９号
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第５９条第１項の規定

に基づき、次のように都市計画事業を認可した。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 施行者の名称

松山市

２ 都市計画事業の種類及び名称

松山広域都市計画道路事業

３・４・３５ 千舟町古川線

３ 事業施行期間

平成１７年９月２０日から

平成２３年３月３１日まで

４ 事業地

� 収用の部分

松山市古川南一丁目、古川南二丁目及び古川南三丁目

地内

� 使用の部分

なし

�公 告

平成１６年度財団法人都道府県会館建物共済事業及び水

力発電用機械損害共済事業の経営状況の公表について

財団法人都道府県会館理事長麻生渡から通知のあった平成

１６年度財団法人都道府県会館災害共済事業及び水力発電用機

械損害共済事業の経営状況について、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２６３条の２第３項の規定により、次のとおり

公表する。

平成１７年９月２０日

愛媛県知事 加 戸 守 行

１ 建物共済事業の経営状況

� 事業実績

加入都道府県（団体）数 都道府県４７団体

共済責任額 ４，０３４，６２６，０１２千円

共済基金分担金（返戻金控除後） ８１４，６６４千円

被災件数 ３，０６１件

被災棟数 ３，０６１棟

災害共済金 ８５３，２４２千円

損害率 １０５．５パーセント

� 収支計算

ア 収 入

共済基金分担金 ８１７，２１２，１０３円

雑収入 ３４３，５３４，０７５円

返還金収入 １２０，０００，０００円

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 高茂岬船越線
南宇和郡愛南町大成川１４番１から

同町大成川５７４番地先まで
平成１７年９月２０日

〃 〃
南宇和郡愛南町大成川５７４番地先から

同町大成川２１６番５まで
〃
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繰入金収入 ３，１００，０００円

前期繰越収支差額 １，２８４，９７３，４５４円

イ 支 出

事務費 １４２，４６９，５８４円

災害共済金 ８５７，５１３，８４６円

返戻金 ２，５４７，４７２円

災害見舞金 ６，９１７，４２５円

助成金 １，４１４，８７８円

防災費 ２，１８６，５３４円

諸支出金 １５４，２６５，０００円

固定資産取得支出 ９３９，７５０円

積立預金支出 １，３４７，９８０，０００円

次期繰越収支差額 ５２，５８５，１４３円

ウ 資産増加の部

資産増加額 １，３４８，９１９，７５０円

エ 資産減少の部

資産減少額 １，３５５，７２７，６４８円

当期正味財産減少額 ６，８０７，８９８円

前期繰越正味財産額 ２１，２４８，５８５，４２１円

期末正味財産合計額 ２１，２４１，７７７，５２３円

２ 水力発電用機械損害共済事業の経営状況

� 事業実績

加入都道府県（市）数 ３２都道府県１市

共済責任額 ２７５，４５０，１２８千円

共済基金分担金 ３３８，６３６千円

加入発電所数 ３３４所

被災事故件数 １３件

被災事故発電所数 １３所

災害共済金 ３４８，８７６千円

損害率 １０３．０パーセント

� 収支計算

ア 収 入

共済基金分担金 ３３８，６３６，８３９円

雑収入 １０４，１８１，２２８円

前期繰越収支差額 ７３５，０５４，７８９円

イ 支 出

事務費 １，２４４，３３４円

災害共済金 ３４８，８７６，６７４円

災害見舞金 ０円

調査費 ７６１，３１０円

積立預金支出 ４５４，０００，０００円

次期繰越収支差額 ３７２，９９０，５３８円

ウ 資産増加の部

資産増加額 ４５４，０００，０００円

エ 資産減少の部

資産減少額 ３６２，０６４，２５１円

当期正味財産増加額 ９１，９３５，７４９円

前期繰越正味財産額 ６，５５４，１３４，７８９円

期末正味財産合計額 ６，６４６，０７０，５３８円
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古紙配合率100％再生紙を使用しています 
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